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100μM虚血前投与群で有意に改善した（％LVDP:54.5±10.5％ vs 76.1±6.6％,％dP/dt:47.5±14.9％ vs 71.4
±6.9％）。CK游出量・LVEDPはcontro1群と比べて1andiolol 100μM虚血前投与群で有意に減少した（CK:25.3
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虚血前の心仕事量は各群で差を認めなかった。％LVDPおよび％dP/dtはcontro1群と比べてlandiolol 100μM
虚血前投与群で有意に改善した（％LVDP:54.5±105％vs76.1±6.6％、％dP/dt:47.5±14.9％vs71.4±6.9％）。
CK游出量、LVEDPはcontrol群と比べてlandiolol 100μM虚血前投与群で有意に減少した（CK:25.3±4.2IUvs20.3
±3.4IU、LVEDP:48.0±10.8vs29.4±3.8㎜Hg）。虚血中投与群では10-1000μMの各濃度ともに心機能回復率及
びCK游出量の改善を認めなかった。 
Landiololは虚血前投与において心筋保護効果を認めた。虚血中投与では保護効果を認めなかったことから、
虚血前から誘導される機序が関与していると推測された。 
本研究はLandiololの超短時間作用型でβ1選択性の非常に高い性質に着目し、虚血前投与による再灌流障害
軽減作用を示したもので、今後の開心術における心筋保護手段の一助となりうると考えられる。よって本研究
者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
